
船橋二和病院前救護所設置・運営訓練（令和6年11月2日）アンケート（主な意見）
１　実際に訓練に参加してみて良かった点、課題と感じた点、わ
かりにくかった点などをご記入ください。

２　訓練やその準備を通じて、災害医療に
関する理解が深まったか。

３　次回の訓練ではどのようなことに取
り組みたいですか。

４　自由記載（災害医療対策全般について御意
見・御要望等）

・対策本部のクロノロジー、情報共有のホワイトボードがとても良
かった。（病院本部訓練の内容について、肯定的な意見多数）
・本番のエリアでの訓練を１度検討していただきたい。（多数）
・災害時、PHSが使えない時の為に、トランシーバーの充実などが
望まれると感じた。
・トリアージを担当したが、アンダートリアージがよいのか、オーバート
リアージが良いのか、考えさせられた。
・処方箋が発行される状況がよくわからなかった。患者に処方箋を
お渡しすると同時にトリアージを取るということであったが、よく見てい
ないと処方箋をお渡しする患者間違えてしまうのではないかと思っ
た。
・担当病院の整復固定用具のリストが、市経由でも情報として
知っておきたいです。
・マニュアルを読むだけではイメージがつかなかったので、実際の訓
練に参加する事で役割（トリアージ）の動きを分かったことが良
かったです。
・トリアージはスムーズが良いと思うので、トリアージ記録者はもう少
し配置人数が多い方が良いと思いました。ペン・時計などの物品が
あらかじめあった方が良い。誰か何の職職で何の役割か、胸に貼り
付けるなどして、わかる方が良いと思いました。
・トリアージタグはバインダーに挟むと逆にやりにくい。
・本部訓練について、クロノロ記載者とPHSを受ける人を分けるべ
きではないかと感じた。また、PHSを受ける人はメモ用紙（統一書
式）に書いてクロノロ記載者に渡した方がスムーズに情報が整理
されると思う。
・指揮所に病院職員が配置されたことで病院側との連携がスムー
ズだった。
・ホワイトボードの記録のフォーマットがあるのが最適／市役所から
の説明も良かった。
・本部が実際に近い形で訓練できていた。（各部署からのデータ
をまとめて見える化ができていた）
・初めて参加する人に、概要説明をしてもらえてよかった。事前の
オンライン視聴等で、受講できると良い。

・薬剤師なので緑エリアでの訓練を重
点的にやりたい。
・外国人が増えているので、そうした患
者を含めた訓練を行いたい。
・紙ベースが基本の訓練ですが、SNS
やGoogle等のネットワーク、スマホの活
用（電気が使えることが条件）も含め
た訓練も必要ではないでしょうか。傷病
者を撮影して状況を記録する等。
・様々な区分の患者が一気に来て所
見ごとに優先順位を判断してさばく
（実際に混乱しているような状態）よ
うな、より実践的な訓練を行いたい。ま
た、その際は、患者やトリアージで実施
者を増やして実施したい。
・無線の使い方をはじめ、基礎的な内
容がまだできていないと感じている。その
ため、同じレベルの訓練で同じ役割を
担い、まずは行動を洗練させていたきた
い。

・とても充実した訓練でした。二和病院様の取り組
み、とても心強く感じています。
・記載者がトリアージの医師1人に記載者２-3人
固定でチームにして訓練した方が良いかもしれませ
ん。記載者を待ったり、探す間が惜しかったです。
・緑エリアでの流れのマニュアルの図や説明書（やる
べき事）が貼ってあると、途中から参加するにして
も、分かりやすいのではないかと思う。
・看護師も医師も訓練に協力的に参加されてすご
いと思いました。情報集約がすごくスムーズにできて
いた。ノウハウを知りたいと思った。
・緑エリアが、患者さんであふれかえらないように、帰
宅時の対応はスムーズに流していけるよう対応した
い。
・発災直後、本部立ち上げ時に無線機等通信機
器のひっ迫と役割分担の不明確さの為、意思決定
や状況把握に時間がかかっているように見えた。
・ビブスに記載された「呼吸数と意識の有無」を取り
違えて、トリアージタグに違う情報を書かれた事案が
あった。
・日頃からこのような訓練をしている、していないとで
は全く違うと思うので、大変だとは思うが定期的に実
践してほしい。

100%

0%

以前よりも理解できた（４５人）

あまり理解できなかった（０人）

無回答（１人）

資料７


